
 
 
 

 

異種の二つの量の関係に着目し、数直線や図、言葉などを用いながら、

速さや道のり、時間の求め方を考えている。 

 
 

★ICT を活用した導入 

具体的な場面としてイメージしやすくして、異種の二つの量の関係に着目 

できるようにする。 

★教室内掲示 

既習事項等を教室に掲示して、児童が自力解決する際に活用したり、教師 

が個別指導する際の手立てとして活用したりする。 

★「わかりやすく伝えるための言葉」の活用 

学習の過程で出てきた児童の「わかりやすく伝えるための言葉」を徐々に 

増やし活用化を図っていく。 

★ペア学習の導入 

自分の考えを説明したり、友達の考えを理解したりしながら考えを深めて 

いく。 

★発表用ワークシートの活用 

発表・検討段階で、複数のワークシートを黒板に貼ってそれぞれの考えを 

理解できるようにする。 

★見出しの設定 

問題に対する自分の考えを書く際に、見出しを書くようにすることで、 

自分の考えを整理し、友達と自分の考えを比較・検討しやすくする

研究主題に迫る手立て 

本単元における「数学的な見方・考え方」を 

働かせている児童の姿 

 

   



 


